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地球環境に優しい生産加工技術や、難加工材の高能率・
高精度加工技術など、将来の「ものづくり生産現場」を
支える新しい技術の開発・研究に取り組んでいます。
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導電性ダイヤモンド工具の活用に関する研究
多結晶ダイヤモンド焼結体（PCD）は、石油・ガス・岩盤

掘削用工具や、精密加工用の切削工具など、広く使用されて
います。しかし、ダイヤモンド自体の機械的特性が高いため、
工具形状へ成形することは至難の業です。
当研究室では「放電」や「研削」、「超音波」などを駆使

して、高精度な工具製造技術の開発に取り組んでいます。ま
た、ボロンドープダイヤモンド粒子を原料としたEC-PCDは、
ダイヤモンド自体も導電性を有するため、優れた被加工性と
工具特性を持つことを明らかにしています。

導電性ダイヤモンドは、以下のように、
さまざまな応用展開が期待されています。
１）硬脆材料加工用の精密切削工具
２）放電加工用無消耗電極
３）微細加工用PCD砥石
４）PCD製金型
５）新加工技術への応用（超音波援用他）
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共同研究の事例
・ダイヤモンド活用技術・難加工材の新加工技術
・マイクロバブル・ナノバブル活用技術
・クランクシャフト・カム研削用のクーラント技術
・環境に配慮した歯車加工用クーラント供給技術
・超臨界発電ボイラー用メンテナンスに関する研究
・研究開発人材高度化タスクフォース事業
・戦略的基盤技術高度化支援事業
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